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　虐待防止法は、 児童、 高齢者、 障害者と近年相次いで施行されました。

埼玉県では全国に先駆けて２０１８年度より、 全福祉施設職員に虐待防止研修の受講

を義務付ける条例が施行されました。

　昨今報道される虐待に関する事件は、 どれも痛ましいもので、 自分たちの日々の仕事からは遠いものに

も感じてしまいます。 しかし、 明らかに虐待や権利侵害をしていない「適切なケア」と、 犯罪にもなるよ

うな重い「虐待」との間に、虐待とは言い切れないが適切ではないグレーゾーン「不適切ケア」があり、

それは広い意味での虐待であるというのです。

　例えば、 職員体制が不十分だから…、 安全管理を優先にするから…と、 「しかたない」 から我慢しても

らっていることも。

　後半はグループ内で、 支援中の具体的な 「不適切ケア」 を挙げていきました。

〇 動ける子を優先に外遊びを設定してしまう。

〇 職員側の都合を通すため、 つい威圧的な言い方をしてしまった。

〇 待てば自分でできるのに、 ついつい靴を履かせてしまう。

　 ・ ・ ・ 等々、 様々なグレーゾーン＝虐待の芽が出てきました。

　

　グレーゾーンに向き合い虐待の芽を摘むことは、 専門職として人権意識を持ち、 支援内容を向上させる

ことに直結します。 この研修で、 日々の自分たちの感覚を 「矯正」 してもらえたような気がしました。

　また、 仕事に限らず、 大人の立場から子どもに強いていることがあったのではないかと、 自分の子育て

を振り返る機会にもなりました。
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社会福祉法人所沢市社会福祉協議会/企画総務課 

電 話：２９２６-８２０２ ＦＡＸ：２９２５-３４１９  

メール：8202
ｔ@toko
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●社会福祉協議会では、職員を出前講座の講師として派遣いたします。 

（午前１０時から午後９時までの間の１２０分以内となります） 

 
●出前講座の内容は、福祉一般、ボランティア活動など 

可能な限りご希望に応じます。（裏面にメニューがあります） 

 
●市内に在住する方又は市内に通勤・通学する方で 

構成する１０人以上の団体・グループが対象です。 

（実施日の１ヶ月前までに所定の申請書でお申込みください） 

 

● 

 
 お問合せ先 

私たちの支援を

振り返ろう

　去る 3 月 8 日、 所沢市子どもと福祉の未来館をお借りして、 所沢市社会福祉

協議会 基幹相談支援センター 相談支援専門員 小内さん、 後呂さんを講師に

お迎えし、ＮＰＯ法人 バオバブの木さんと合同で、『障害児通所支援事業所に
おける虐待防止について』の研修を行いました。

　尚、 この研修は、 所沢市社会福祉協議会の「出前講座 福祉の事を学びま専科」
を利用させていただきました。この事業では、市内在住在勤の方が１０人以上集まれば、

福祉に関する様々な講座を無料 ! で受けることができます。

　関心のある方はぜひ…お勧めです !!
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みんなで遊んで手作りおやつとお茶でほっと一息

楽しいおしゃべり悩みも気軽に相談

　（個別相談も受け付けます）
対　象：未就学のお子さんとその保護者

5月16日（木）・6月20日（木）・7月18日（木）

9:30～11:00
参加費：おやつ代100円

場　所：　　　　　※地図参照

※駐車場は狭いので、申し込み時にご確認下さい。

＠

放課後等デイサービス　Lino（リノ）

東所沢1-17-20 プルミエール東所沢１階
TEL/FAX 04-2001-4769

～進路相談、不登校相談など～

〈子育て相談受付〉

【発行】特定非営利活動法人えがおのたね

　えがおのたねの二番目の事業所として、 放課後等デイサービス Ｌｉｎｏが開所して一周年を迎え

ました。 この間に、 開所時の想像を超えて、 個性豊かな子ども達と出会わせていただきました。

「中高生の自立へのステップ」 と掲げていますが、 まだまだ試行錯誤の途中にあります。

　自立への力は、訓練的なことだけで得られるものではありません。 子ども達の願いは、こんなところにも・・・・・・

ある利用者に 「Ｌｉｎｏでどんなことがしたい？」 と尋ねたところ、 「カードゲームがしたい。」 「ちょっと幼稚だけ

ど、 鬼ごっこやかくれんぼがしたい。」 と答えが返ってきました。

　幼児期、 小学校時代に同世代の友達との関係を深めることが難しく、 本当は友達とやりたかったけれど、 相

手になってくれるのはいつもご家族だけだったようです。

　昨年末の大掃除の後に、 その子の発案で 「デュエルマスターズ大会」 が開かれました。 ４人の男の子が自宅

からカードを持参し、 自分たちでトーナメント表を作って対戦し、 対戦していない子たちは実況・解説をしながら、

ユーチューバーを真似して動画を撮ったり、 ２時間近く職員の手出しはほとんどなしで、

大いに盛り上がりました。 　「この日を待っていたんですよ！」 と、 その子は言ってくれました。

　「自立」 まであと数年、 今しかできない貴重な体験を重ねて、 大人になってほしい ・ ・ ・

と願います。

　暖かくなったので今度は公園で、 みんなで大きな体を動かして 『鬼ごっこ』 ができるかな？

　放課後は、 ゲームやテレビで一人留守番の時間ばかりにしていませんか？　ゲーム好きなのは、 それ以上

に楽しい体験をしていないだけかもしれません。 新しい体験を見つけに、 放課後等デイサービスに来てみませ

んか ?

私たちえがおのたねは、 現在、 正会員１５名、 賛助会員６０名です。

充実した施設運営のため、新規の正会員・賛助会員を募集しています。

ぜひ皆様のお力添えをお願いします。

ＨＰ・ メール ・ お電話にてお知らせください。

会員、 賛助会員の方には、 季節ごとのたねまき通信や子育て情報を

お届けします。 既に会員の方には継続をよろしくお願いいたします。

《賛助会費》　一口　（年会費） 千円

《正会員費》　（入会金） １万円　（年会費） 五千円

【振込み先】　ゆうちょ銀行　記号 10360　番号 21600941

中高生、一人でお留守番できれば大丈夫？


